
令和6年度 名護市CS推進委員会 全体研修会

学校における働き方改革の着実な推進について

令和６年８月１日（木）
県教育庁働き方改革推進課
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１ 学校における働き方改革は、

■ どこを目指すのか？

【本日の流れ】

■ どのように、推進するのか？

■ なぜ、推進するのか？

２ 学校における働き方改革の着実な推進に向けて …
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何のために
“学校における働き方改革”

を推進するのでしょうか？

☞ 学校における働き方改革の目指す方向性は？

はじめに
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

学習指導要領前文（平成29、30年改訂）

子どもたちへのより良い教育
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https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/027/5
90/2024peacefullplanleaflet.pdf



これからの学校には……（略）

一人一人の児童（生徒）が、
自分のよさや可能性を認識するとともに、
あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、
多様な人々と協働しながら
様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手となることが
できるようにすることが求められる。

学習指導要領前文（平成29、30年改訂）

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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(１) 基本的な考え方

◎ 個性の尊重を基本とし、国及び郷土の自然と文化に誇りをもち、
創造性・国際性に富む人材の育成と生涯学習の振興を図る。

「人こそが最大の資源」

(２) 教育の目標

✓ 自ら学ぶ意欲を育て、学力の向上を目指すとともに、豊かな表現力と
ねばり強さをもつ幼児児童生徒を育成する。

✓ 平和で安らぎと活力ある社会の形成者として、郷土文化の継承・発展に寄与し、
国際社会・情報社会等で活躍する心身ともに健全な県民を育成する。

✓ 学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力のもとに、時代の変化に対応し得る
教育の方法を追究し、生涯学習社会の実現を図る。

沖縄県教育振興基本計画より（抜粋）

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

自立した学習者の育成
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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☞ 学校における働き方改革の推進が必要不可欠

★ 教職員が忙しすぎることは、子供たちのためにならない

子どもたちへのより良い教育を行う

✓ 職場での良好な人間関係 ✓ ゆとりある時間
✓ 児童生徒との信頼関係 ✓ 研修や教材研究等の充実
✓ 安全・快適な職場環境の形成 ✓ 長時間勤務の改善

・・・ 等々

教職員に時間と機会の創出が必要

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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★ 学校における働き方改革推進により時間と機会が創出
☞ 自立した学習者の育成（「生涯学習社会」の実現）

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/027/590/2024peacefulplanbunkatu2.pdf



１ 学校における働き方改革は、

■ どのように、推進するのか？

■ なぜ、推進するのか？

■ どこを目指すのか？

２ 学校における働き方改革の着実な推進に向けて …

【本日の流れ】
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① 人口推移と今後の予測（これから）

■ なぜ、推進するのか？
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https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/18-3/dl/02.pdf

平成25年度 令和５年度

人口の減少数は 1日当たり598人 人口の減少数は 1日当たり2,187人

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/22-3/dl/02.pdf

「厚生労働白書」（厚生労働省）より抜粋

① 人口推移と今後の予測 （これから）■ なぜ、推進するのか？
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① 人口推移と今後の予測 （これから）■ なぜ、推進するのか？

◆ 沖縄県の人口推移 ◆

（出典）RESAS（地域経済分析システム）https://resas.go.jp/data-analysis-support

16.6％ 15.4％
243,246人 223,798人

30.0％
22.1％ 436,336人
324,701人

59.4％
871,154人 54.6％

792,187人

✓ 高齢化率が
高くなる

✓ 生産年齢
人口の減少
が課題

1,467,480人
1,452,321人
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① 人口推移と今後の予測 （これから）■ なぜ、推進するのか？

労働力不足！
人材不足！

我が国の労働市場

☞ 少子高齢化に伴う
生産年齢人口や
新規学卒者数の
減少

☞ 今後、労働力の
供給に制約が
生じることが想定

【参考】令和４年版労働経済の分析
より引用（厚生労働省）

（出典）「日本の将来推計人口（令和５年推計）結果」（国立社会保障･人口問題研究所）
https://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2023/pp2023_gaiyou.pdf
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① 人口推移と今後の予測 （これから）■ なぜ、推進するのか？
これまで重視してきた能力と人生100年時代に求められる能力

（資料出所）独立行政法人労働政策研究・研修機構「人生100年時代のキャリア形成と雇用管理の課題に関する調査」（2020年12月）を基に、
沖縄県教育庁働き方改革推進課において作成 （https://www.jil.go.jp/institute/research/2020/206.html）

（注）企業に対する調査で複数回答。
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② 働き方改革の経緯 （これまで）

■ なぜ、推進するのか？
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【資料】厚労省：過労死等防止啓発パンフレットより抜粋

２０１６年 ２０１７年

● 人生100年時代
（人生100年時代構想会議 内閣府）

２０１５年

【資料】おきなわSDGsアクション
プランより抜粋

【資料】内閣府HPより抜粋 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

● 働き方改革を推進するための関係法律の
整備に関する法律 （平成30年７月６日公布）

・時間外労働の上限規制
☞原則として 月45時間、 年360時間

２０１8年

● 若者雇用促進法
（平成27年9月18日公布）

② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？
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https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/000549720.pdf



さらに教育現場では・・・

② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？
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② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？

● 学習指導要領改訂

【参照】政府広報オンライン 教育・学び より抜粋 https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201903/2.html

● 学校における働き方改革に関する取組の徹底について
（文部科学省通知 平成31年3月18日）

２０１９年

・勤務時間と健康管理を意識した働き方の推進

☞時間外在校等時間の上限
原則として、月４５時間、年３６０時間

２０１７年
３月～
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２０20年 ● WHOが新型コロナウイルス感染症について
「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言

☞ 感染症法上の位置付けが２類

２０2３年 ● WHOが上記の緊急事態の宣言を終了
☞ 感染症法上の位置付けが５類感染症へ

◆ コロナ禍における教育活動
☞ GIGAスクール構想推進の整備が急速に進む

◆ 登校が難しい児童生徒への対応
☞ ICTを活用したオンライン授業等が進む

② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？

21



２０2２年 ● 民法の一部を改正する法律（成年年齢関係）
（令和４年４月１日施行）

民法の成年年齢 ☞ ２０歳から１８歳に引き下げ
https://www.moj.go.jp/cont
ent/001300586.pdf

２０2３年 ● 【文部科学省】 第4期教育振興基本計画
・2040年以降の社会を展望
・マルチステージの人生
・生涯にわたって

学び続ける学習者の育成

・持続可能な社会の
創り手の育成

・「協調と調和」に基づく
ウェルビーイングの向上

https://www.mext.go.jp/a_m
enu/keikaku/index.htm

☞ 学びのアップデートが必要（学び続ける教職員）

② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？
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③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）

■ なぜ、推進するのか？
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★教職における魅力の向上
✓ 人材発掘・確保・採用
✓ 教職の希望者の育成

◆ 業務の多忙化

R４R３
月平均割合
(月平均人数)

2. 7 %
(276.3人)

2.9%
(285.9人)

市町村立
小・中学校

2.６%
(147.4人)

2.0%
(116.6人)

県立学校

・ 時間外勤務80時間以上の教職員

★長時間勤務の是正
✓ 思い切った業務改善
✓ メンタルヘルス対策

☞ 人材確保と持続可能性（健康を守る勤務環境等）が大切

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？

◆ 教員未配置状況

６月4月校 種
15名３ 名小学校
6 名５ 名中学校

10名３ 名高等学校
4 名１ 名特別支援学校

■ 令和６年４月から６月 →２３名増加
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③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
◆『学校における働き方改革アンケート（2023）』の回答状況
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https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/369/anketokekka2023.pdf



質問項目「改善または削減が必要と考える業務や制度」の記述回答の結果

※ユーザーローカル AIテキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/）による分析

●実施期間
・令和5年４月～５月

●実施状況
・本県公立学校教職員

16,234名
・回答数

7,886件（48.６％）

●調査方法
・web調査 記述式回答

〈課題〉
教員の本来職務である
授業 評価 研修
に関わる業務も負担と
感じる勤務環境の現状

↓
本来職務に集中できる
勤務環境の改善☞ 勤務環境の改善（魅力ある職場づくり）

◆『学校における働き方改革アンケート（2023）』の回答状況
③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/369/genjyou07matu.pdf



③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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（資料）https://www.mext.go.jp/content/20231222-mxt_syoto01-000033180_1.pdf



☞ 令和５年度当初の教員未配置数は23

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？

☞ 心身の健康の確保（安全・快適な職場環境の形成） 28



「教職員の厳しい勤務環境の改善」
５年後、10年後の学校は･･･？

これからも
「 教職員が選ばれ続ける職業 」
「 学校が選ばれ続ける職場 」

であるためには？

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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☆ 健康管理班 ☞ 教職員のメンタルヘルス対策の充実

＜特命＞

☆ 働き方改革班

子供たちのために、教職員が “働きやすく”、
“働きがい” を感じることのできる教育環境の整備！

【働き方改革推進課】 （令和５年度４月設置）

☞ 学校における働き方改革の推進

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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